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　林昭道先生（以下は親しみを込めて林さんと書
かせて頂く）との初対面，正確に言えば横顔を拝
見した思い出は，1978年の9月のことだったと記
憶しています。ERBの東南の角，今は印刷室だ
が，かつては教育学科のオフィスにおいてでした。
当時は，廊下から入ったすぐ左側の壁に，教員用
のメッセージ・ボックスが置いてあり，それを
チェックしている林さんの姿でした。まだ面識が
なかった訳ですから，どうして一目で彼とわかっ
たのか。私は ICUを修了し海外に出て数年を経た
のみで，当時のファカルティーは殆ど旧知の方々
でした。「新人」はすぐそれと知れました。それ
に年齢や，メッセージ・ボックスの位置を加えれ
ば，林さんと断定する根拠は十分だったのでしょ
う。何よりも，前に傾けた頭の短い髪が，少年の
いがぐり頭のようであったと記憶しています。
　月並みな表現ですが，あのときから35年が経過
しました。実に長い時間を同じ職場で過ごしたわ
けです。職業柄，仲間の研究主題が何であるのか，
興味を持ってきました。林さんはゲーテやヘルバ
ルト，もう少し新しい所ではシュプランガーや
カッシーラが研究対象の一部でした。現役時代に
はあまり宣伝しなかったけれど，私は ICUの教養
学部時代は人文科学科の所属で，ギリシア哲学の
他に，当時，小塩節教授の講義に刺激されてゲー
テにのめり込んでいました。頻繁に読んだのは
『ファウスト』でしたが，『ウィルヘルム・マイス
ター』は自宅近くの蓮華畑に寝転んで，二時間，
三時間と読みふけったのを覚えています。特にミ
ニヨンとの出会いや，その後の彼女の再登場の場
面が好きで，退職直前の『伊豆の踊子』への関心
も根は同じだと思わされます。ところで，それに
しては林さんとゲーテの話はあまりしなかった。
今思い返して残念に思う反面で，当然ではなかっ
たかとも考えます。一つには，30代40代の私に
は，ゲーテはすでに遠い過去の思い出となってい
たこと。しかし，より重要だったのは，林さんの
ゲーテへの関心の背後には，いつもヒューマニズ
ムが色濃く感じられたことです。クラスでもエラ
スムスやラブレーなどもよく引き合いに出されて
いたと記憶します。合衆国で大学院時代を過ごし
た私は，弟の化学の実験室を訪れたり，MITの創
設史などを書いているうちに，16-19世紀でも科
学革命やその前後の歴史に関心が向き，大学史に
は本当は重要なヒューマニズムと疎遠になってし
まった。林さんと同僚になって，その点を自覚さ
せられました。しかし，考えてみると，そう実感
できたというのは，現実の歴史に展開したヒュー
マニズムと科学の疎遠化を，小規模ながら身近に
実体験したことではなかったか，などと妙に納得
しています。
　林さんと一度だけ海外へ出たのは，COEプロ
ジェクト「平和・安全・共生」にかかわる調査の
ため，2006年の3月，タイとフィリッピンを訪問
したときです。確か林さんは両国とも初めてでし
た。成田で出発便の列と思い込み，一時間以上並
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んで話し込んでいたら，最後の瞬間に別便の列と
判明し，慌てて正しい便の最前列へ入れてもら
い，かろうじて出発に間に合うという，とんでも
ない船出でした。しかし，調査旅行そのものは順
調で，タイではアサンプション大学の平和研究セ
ンターにCharn Mayot所長を訪ね，メコン川流域
の各地で敢行したという，映画による平和化の活
動について，インタヴューしました。いろいろと
尋ねた中で，彼らが活動している諸国間の政治的
な問題に極めて敏感で，慎重に対応していること
に，林さんも私も強い印象を受けました。しか
し，私の記憶に鮮明なのは，Mayot所長の訪問が
終わり，Bancha Saenghiran学長主催の昼食会に招
かれたときのことです。Saenghiran学長は ICUの
こともよくご存知で，私が頻繁に使用していた合
衆国の大学事情のデータ・ベースGrapevineを管
理するイリノイ州立大学で学位を取得した方でも
あり，最初は私との話がはずみました。ところが，
食事の中頃から彼が，林さんに一層丁寧なしかた
で質問し始めました。どういう目的での訪問だっ
たのか，目的は首尾よく達成できたか，といった
内容を含んでいたと思います。林さんには失礼な
言い方かも知れませんが，学長先生には，Normal
（Illinois State Univ.の所在地）へは行ったことがあ
る，Grapevine は重宝している，などと軽々しく
返答する私の方は，二名のうち「お付き」であり，
笑みを浮かべながら静かに食事を続けている林さ
んのほうが「団長」と映ったのではないでしょう
か。アジア人であり，知日の彼には，そう見えて
不思議ではない，と私は一瞬思ったのです。我々
二人は互いに同僚であったにもかかわらず・・・
そういえば，もう一つの訪問先，フィリッピン国
立大学のZosimo Lee文理学部長も，林さんと多く
の言葉を交わしたわけではなかったのに，その後
しばらくの間，林さんの動静を気にした文面を送
信してきました。
　最後に，こうした機会に相応しい内容かどうか，
多少の疑念はありますが，少し立ち入った問題を
書かせて下さい。それは就職する人と，職場と
の相性の問題です。これは決して特定の個人ので
はなく，ICUでも多くの人に該当する社会問題の
一部として考えてのことです。かつて ICUが創設
されたとき，日本の学術界の代表的なクリスチャ
ン・スカラーズと，合衆国を代表する（湯浅八郎
学長を含めて）学者たちとの間に，大学運営の根
本方針を巡ってある種の対立があったと聞いてい
ます。少し歴史を検討すれば，そうした対立の背
後には，米国での募金活動の失敗による，財政的
な困難のあったことが知られます。にもかかわら
ず，日本でのアカデミズムと合衆国での大学観と
の対立があったことも争えない。中でも，巨大な
研究型大学の学士課程と，小規模なエリート・リ
ベラルアーツ・カレッジとが，互角な競争をして
いるというのは，日本やヨーロッパでは，いかに
も理解しにくい事情です。合衆国においてさえ，
主要な大学のタイプの中で，研究と教育のバラン
スの一番良いのがエリート・リベラルアーツ・カ
レッジだと実証的に指摘はされても，一線の研究
を遂行したい者の多くは，研究型大学への移動を
試みます。とすれば，日本の大学で，リベラル
アーツ・カレッジの理念を前提として，学生への
対応や講義・卒業研究の指導はこうあるべし，と
説かれても，簡単に納得できるはずはありません。
林さんと長年同じ学科，隣の研究室で過ごして見
て，開学前後の日本人クリスチャン・スカラーズ
とアメリカの学者たちの大学運営・教学方針上の
対立が，私の中でと同様小規模な形で，しかし林
さんの場合にはより深刻に，繰り返されているの
を，実感し続けました。林さんの育った東大の
教育学部が，戦後の日本教育の民主化を強く推進
し，欧米との接触を相当に試みていたとしても，
同時に日本の大学の伝統を保持していたことは否
定できないでしょう。戦後の ICUの意義は，本来
はアメリカ化でもない，日本化でもない，マージ
ナルな状況に教員を，学生，他の構成員を置くこ
とにこそあったのだと想像します。しかし，現実
は言葉ほど易しくない。マージナルな状況から創
造的な方向が生まれるのは極めて稀であるとは，
Robert Ezra Park 自身が誰よりも強調した点です。
裏を返せば，そうした状況におかれれば，林さん
も私も，そして ICUの構成員の多くはある種の苦
しみを味わい続けることになる。二重人格の中に
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逃れない限りは・・・そうした状況は，林さんに
とっては，私より多少ともよりきつかったのでは
ないかと想像し，退職が解放であることを祈りつ
つ，そして解放が不名誉ではないことを強調しつ
つ，擱筆したいと思います。長い間ご苦労様でし
た。
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